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(57)【要約】
【課題】タンク本体に対するポンプユニットの組付け性
を向上することのできる燃料タンクを提供する。
【解決手段】燃料タンク１０は、タンクホール２２を有
するタンク本体１２と、タンク本体１２の底部に設けら
れたサブタンク１４と、タンクホール２２からの挿入に
よりサブタンク１４に組付けられるポンプユニット１６
とを備える。ポンプユニット１６をタンク本体１２のタ
ンクホール２２側から底部側の組付け位置までガイドす
るガイド手段を備える。ガイド手段は、タンク本体１２
に設けられるガイドレール５５と、ポンプユニット１６
に設けられかつガイドレール５５に摺動可能に係合され
るガイドピン５１，５３とにより構成される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口部を有するタンク本体と、
　燃料ポンプ、及び、燃料ポンプを保持するポンプ保持部材を有し、かつ、前記開口部か
ら前記タンク本体の底部側に配置されるポンプユニットと、
　を備える燃料タンクであって、
　前記ポンプユニットを前記タンク本体の開口部側から底部側の組付け位置までガイドす
るガイド手段を備え、
　前記ガイド手段は、前記タンク本体側に設けられるガイドレールと、前記ポンプユニッ
ト側に設けられかつ前記ガイドレールに摺動可能に係合される摺動子とにより構成されて
いる燃料タンク。
【請求項２】
　請求項１に記載の燃料タンクであって、
　前記ガイド手段は、前記ポンプユニットの両側に配置されている燃料タンク。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の燃料タンクであって、
　前記タンク本体の底部には、前記燃料ポンプに吸入される燃料を貯留するサブタンクが
設けられ、
　前記ガイドレールは、前記サブタンクの水平状態での燃料を貯留可能な高さ位置よりも
上方へ延出されている燃料タンク。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載の燃料タンクであって、
　前記タンク本体内に挿入された前記ポンプユニットの長手方向の一端部を回動可能に支
持する回動支持手段を備え、
　前記回動支持手段は、前記タンク本体側に設けられたタンク本体側支持部と、前記ポン
プユニット側に設けられかつ前記タンク本体側支持部に係合されるポンプユニット側支持
部とにより構成され、
　前記ガイドレールには、前記タンク本体の開口部側から底部側に延在する第１ガイド部
が設けられている燃料タンク。
【請求項５】
　請求項４に記載の燃料タンクであって、
　前記第１ガイド部の底部側端部に連続され、前記回動支持手段を回動支点として前記ポ
ンプユニットを下方へ回動させる際に前記摺動子をガイドする第２ガイド部が設けられて
いる燃料タンク。
【請求項６】
　請求項５に記載の燃料タンクであって、
　前記ガイドレールの第２ガイド部の曲率半径は、下方に向かって次第に小さくなるよう
に設定され、
　前記摺動子側の部材は、前記摺動子が前記第２ガイド部を下方に摺動した際に弾性変形
可能に形成され、
　前記第２ガイド部には、前記ポンプユニットを前記タンク本体の底部側の組付け位置に
回動したときに、前記摺動子側の部材の弾性復元により前記摺動子を係合するロック部が
設けられている燃料タンク。
【請求項７】
　請求項４又は５に記載の燃料タンクであって、
　前記タンク本体と前記ポンプユニットとの間には、前記回動支持手段を回動支点として
前記ポンプユニットを前記タンク本体の底部側の組付け位置に回動したときに、相互に係
合するロック手段が設けられ、
　前記ロック手段は、前記タンク本体側に設けられたタンク本体側ロック部と、前記ポン
プユニット側に設けられかつ前記タンク本体側ロック部に係合されるポンプユニット側ロ



(3) JP 2017-8761 A 2017.1.12

10

20

30

40

50

ック部とを備え、
　前記タンク本体側ロック部と前記ポンプユニット側ロック部とは、少なくとも一方の弾
性変形を利用して係合可能に構成されている燃料タンク。
【請求項８】
　請求項４～７のいずれか１つに記載の燃料タンクであって、
　前記ポンプユニットの長手方向の一端部に、先行側摺動子が設けられ、
　前記ガイドレールには、前記第１ガイド部の底部側端部に連続され、前記先行側摺動子
を前記タンク本体の底部に沿って所定位置までガイドする第３ガイド部が設けられている
燃料タンク。
【請求項９】
　請求項８に記載の燃料タンクであって、
　前記先行側摺動子は、前記回動支持手段のポンプユニット側支持部を兼用するように構
成されている燃料タンク。
【請求項１０】
　請求項４～７のいずれか１つに記載の燃料タンクであって、
　前記タンク本体の底部側には、前記ポンプユニットの長手方向の一端部を前記タンク本
体の底部に沿ってガイドする第３ガイド部材が設けられている燃料タンク。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の燃料タンクであって、
　前記ポンプユニットの長手方向の一端部には、ストッパ部材が設けられ、
　前記タンク本体には、前記ポンプユニットの長手方向の一端部が当接する当接部材、及
び、前記ストッパ部材を係合する係合部材が設けられ、
　前記回動支持手段は、前記当接部材及び前記係合部材をタンク本体側支持部とし、前記
ストッパ部材をポンプユニット側支持部として構成されている燃料タンク。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の燃料タンクであって、
　前記ポンプユニットの長手方向の一端部には、ポンプユニット側係止部が設けられ、
　前記タンク本体には、前記ポンプユニット側係止部を係合するタンク本体側係止部が設
けられ、
　前記回動支持手段は、前記タンク本体側係止部をタンク本体側支持部とし、前記ポンプ
ユニット側係止部をポンプユニット側支持部として構成されている燃料タンク。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内燃機関用の燃料を貯留するタンク本体と、タンク本体内の燃料を内燃機関
に圧送する燃料ポンプを有するポンプユニットとを備える燃料タンクに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の燃料タンクには、例えば特許文献１に記載されたものがある。特許文献１の燃料
タンクは、タンク本体とブラケットとポンプユニットとを備えている。タンク本体は、上
面部に開口部を有している。ブラケットは、タンク本体の底部に設けられている。ポンプ
ユニットは、ブラケットに軸方向を横向きとする横置き状態で配置される燃料ポンプ、及
び、燃料ポンプを保持するポンプ保持部材を有している。ポンプユニットは、タンク本体
の開口部からの挿入によりブラケットに組付けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－１７２２１７号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１によると、ポンプユニットをサブタンクに組付ける作業は、一般的に作業者
の手作業で行われる。しかし、タンク本体の開口部の開口面積は比較的小さい。また、タ
ンク本体の内部が暗くて見にくい。また、タンク本体の開口部からブラケットまでが遠い
。したがって、ポンプユニットをタンク本体の開口部から挿入してブラケットに組付ける
際に、ブラケットの位置がわかり難いため、作業時間が長くかかったり、ポンプユニット
の組付け不良を招いたりする場合がある。このため、タンク本体に対するポンプユニット
の組付け性が悪いという問題があった。本発明が解決しようとする課題は、タンク本体に
対するポンプユニットの組付け性を向上することのできる燃料タンクを提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　第１の発明は、開口部を有するタンク本体と、燃料ポンプ、及び、燃料ポンプを保持す
るポンプ保持部材を有し、かつ、前記開口部から前記タンク本体の底部側に配置されるポ
ンプユニットと、を備える燃料タンクであって、前記ポンプユニットを前記タンク本体の
開口部側から底部側の組付け位置までガイドするガイド手段を備え、前記ガイド手段は、
前記タンク本体側に設けられるガイドレールと、前記ポンプユニット側に設けられかつ前
記ガイドレールに摺動可能に係合される摺動子とにより構成されている。この構成による
と、タンク本体内にポンプユニットを組付ける際に、ガイド手段のガイドレールによって
摺動子がガイドされることによって、ポンプユニットがタンク本体の開口部側から底部側
の組付け位置までガイドされる。したがって、ポンプユニットを迷わずに容易に組付け位
置へ適正に移動させることができる。このため、作業時間を短縮するとともに、ポンプユ
ニットの組付け不良を抑制することができる。よって、タンク本体に対するポンプユニッ
トの組付け性を向上することができる。
【０００６】
　第２の発明は、第１の発明において、前記ガイド手段は、前記ポンプユニットの両側に
配置されている。この構成によると、ポンプユニットが両ガイド手段によってガイドされ
るため、タンク本体に対するポンプユニットの組付け性を向上することができる。
【０００７】
　第３の発明は、第１又は２の発明において、前記タンク本体の底部には、前記燃料ポン
プに吸入される燃料を貯留するサブタンクが設けられ、前記ガイドレールは、前記サブタ
ンクの水平状態での燃料を貯留可能な高さ位置よりも上方へ延出されている。この構成に
よると、サブタンクの水平状態での燃料を貯留可能な高さ位置よりも高い位置からガイド
レールによって摺動子をガイドすることができる。
【０００８】
　第４の発明は、第１又は２の発明において、前記タンク本体内に挿入された前記ポンプ
ユニットの長手方向の一端部を回動可能に支持する回動支持手段を備え、前記回動支持手
段は、前記タンク本体側に設けられたタンク本体側支持部と、前記ポンプユニット側に設
けられかつ前記タンク本体側支持部に係合されるポンプユニット側支持部とにより構成さ
れ、前記ガイドレールには、前記タンク本体の開口部側から底部側に延在する第１ガイド
部が設けられている。この構成によると、ガイドレールの第１ガイド部により、ポンプユ
ニットの摺動子をタンク本体の開口部側から底部側にガイドすることができる。また、回
動支持手段のタンク本体側支持部とポンプユニット側支持部との係合により、ポンプユニ
ットの長手方向の一端部を回動可能に支持することができる。よって、回動支持手段を回
動支点として、ポンプユニットをタンク本体の底部側の組付け位置に容易に回動させるこ
とができる。
【０００９】
　第５の発明は、第４の発明において、前記第１ガイド部の底部側端部に連続され、前記
回動支持手段を回動支点として前記ポンプユニットを下方へ回動させる際に前記摺動子を
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ガイドする第２ガイド部が設けられている。この構成によると、回動支持手段を回動支点
としてポンプユニットを回動させることにより、摺動子がガイドレールの第２ガイド部に
よりガイドされる。このため、ポンプユニットをタンク本体の底部側の組付け位置に容易
に移動させることができる。
【００１０】
　第６の発明は、第５の発明において、前記ガイドレールの第２ガイド部の曲率半径は、
下方に向かって次第に小さくなるように設定され、前記摺動子側の部材は、前記摺動子が
前記第２ガイド部を下方に摺動した際に弾性変形可能に形成され、前記第２ガイド部には
、前記ポンプユニットを前記タンク本体の底部側の組付け位置に回動したときに、前記摺
動子側の部材の弾性復元により前記摺動子を係合するロック部が設けられている。この構
成によると、摺動子がガイドレールの第２ガイド部を摺動した際に、摺動子側の部材が弾
性変形する。そして、ポンプユニットをタンク本体の底部側の組付け位置に回動したとき
には、摺動子側の部材の弾性復元により、第２ガイド部のロック部に摺動子が係合するこ
とによって、タンク本体にポンプユニットがロックされる。すなわち、第２ガイド部のロ
ック部と摺動子とにより、タンク本体にポンプユニットをロックするロック手段が構成さ
れている。また、摺動子側の部材の弾性を利用して、第２ガイド部のロック部に対する摺
動子の係合を解除することによって、ポンプユニットを挿入時とは逆順で取外すことがで
きる。よって、ポンプユニットをタンク本体に着脱可能に組付けることができる。また、
第２ガイド部のロック部と摺動子とによりロック手段が構成されるため、ロック手段に特
別な部材を設けなくて済む。
【００１１】
　第７の発明は、第４又は５の発明において、前記タンク本体と前記ポンプユニットとの
間には、前記回動支持手段を回動支点として前記ポンプユニットを前記タンク本体の底部
側の組付け位置に回動したときに、相互に係合するロック手段が設けられ、前記ロック手
段は、前記タンク本体側に設けられたタンク本体側ロック部と、前記ポンプユニット側に
設けられかつ前記タンク本体側ロック部に係合されるポンプユニット側ロック部とを備え
、前記タンク本体側ロック部と前記ポンプユニット側ロック部とは、少なくとも一方の弾
性変形を利用して係合可能に構成されている。この構成によると、ポンプユニットをタン
ク本体の底部側の組付け位置に回動したときには、ロック手段のタンク本体側ロック部に
ポンプユニット側ロック部が少なくとも一方の弾性変形を利用して係合することによって
、タンク本体にポンプユニットがロックされる。また、タンク本体側ロック部に対するポ
ンプユニット側ロック部の係合を少なくとも一方の弾性変形を利用して解除することによ
って、ポンプユニットを挿入時とは逆順で取外すことができる。よって、ポンプユニット
をタンク本体に着脱可能に組付けることができる。
【００１２】
　第８の発明は、第４～７のいずれかの発明において、前記ポンプユニットの長手方向の
一端部に、先行側摺動子が設けられ、前記ガイドレールには、前記第１ガイド部の底部側
端部に連続され、前記先行側摺動子を前記タンク本体の底部に沿って所定位置までガイド
する第３ガイド部が設けられている。この構成によると、先行側摺動子を、ガイドレール
の第１ガイド部及び第３ガイド部によって、回動支持手段に向けてガイドすることができ
る。
【００１３】
　第９の発明は、第８の発明において、前記先行側摺動子は、前記回動支持手段のポンプ
ユニット側支持部を兼用するように構成されている。この構成によると、回動支持手段の
ポンプユニット側支持部として、特別な部材を設けなくて済む。
【００１４】
　第１０の発明は、第４～７のいずれかの発明において、前記タンク本体の底部側には、
前記ポンプユニットの長手方向の一端部を前記タンク本体の底部に沿ってガイドする第３
ガイド部材が設けられている。この構成によると、タンク本体の底部側に設けた第３ガイ
ド部材によって、ポンプユニットの長手方向の一端部を回動支持手段に向けてガイドする
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ことができる。
【００１５】
　第１１の発明は、第１０の発明において、前記ポンプユニットの長手方向の一端部には
、ストッパ部材が設けられ、前記タンク本体には、前記ポンプユニットの長手方向の一端
部が当接する当接部材、及び、前記ストッパ部材を係合する係合部材が設けられ、前記回
動支持手段は、前記当接部材及び前記係合部材をタンク本体側支持部とし、前記ストッパ
部材をポンプユニット側支持部として構成されている。この構成によると、回動支持手段
の当接部材及び係合部材（タンク本体側支持部）とストッパ部材（ポンプユニット側支持
部）との係合により、ポンプユニットの長手方向の一端部を回動可能に支持することがで
きる。
【００１６】
　第１２の発明は、第１０の発明において、前記ポンプユニットの長手方向の一端部には
、ポンプユニット側係止部が設けられ、前記タンク本体には、前記ポンプユニット側係止
部を係合するタンク本体側係止部が設けられ、前記回動支持手段は、前記タンク本体側係
止部をタンク本体側支持部とし、前記ポンプユニット側係止部をポンプユニット側支持部
として構成されている。この構成によると、回動支持手段のタンク本体側係止部（タンク
本体側支持部）とポンプユニット側係止部（ポンプユニット側支持部）との係合により、
ポンプユニットの長手方向の一端部を回動可能に支持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】実施形態１にかかる燃料タンクを示す側断面図である。
【図２】サブタンクに対するポンプユニットの組付け状態を一部破断して示す側面図であ
る。
【図３】サブタンクに対するポンプユニットの組付け状態を示す平面図である。
【図４】図３のIV－IV線矢視断面図である。
【図５】サブタンクを示す平面図である。
【図６】図５のVI－VI線矢視断面図である。
【図７】タンク本体に対するポンプユニットの組付け過程１を示す側断面図である。
【図８】図７のVIII－VIII線矢視断面図である。
【図９】タンク本体に対するポンプユニットの組付け過程２を示す側断面図である。
【図１０】実施形態２にかかるサブタンクを示す平面図である。
【図１１】実施形態３にかかるサブタンクに対するポンプユニットの組付け状態を一部破
断して示す側面図である。
【図１２】サブタンクを示す平面図である。
【図１３】図１２のXIII－XIII線矢視断面図である。
【図１４】タンク本体に対するポンプユニットの組付け過程１を示す側断面図である。
【図１５】タンク本体に対するポンプユニットの組付け過程２を示す側断面図である。
【図１６】実施形態４にかかるサブタンクを示す平面図である。
【図１７】実施形態５にかかるサブタンクに対するポンプユニットの組付け状態を示す平
面図である。
【図１８】図１７のXVIII－XVIII線矢視断面図である。
【図１９】タンク本体に対するポンプユニットの組付け過程を示す側断面図である。
【図２０】実施形態６にかかるサブタンクに対するポンプユニットの組付け状態を示す側
断面図である。
【図２１】実施形態７にかかる燃料タンクの要部を示す側断面図である。
【図２２】タンク本体に対するポンプユニットの組付け過程を示す側断面図である。
【図２３】実施形態８にかかる燃料タンクの要部を示す側断面図である。
【図２４】実施形態９にかかる燃料タンクの要部を示す側断面図である。
【図２５】実施形態１０にかかる燃料タンクの要部を示す側断面図である。
【図２６】実施形態１１にかかる燃料タンクの要部を示す側断面図である。
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【図２７】サブタンクに対するポンプユニットの組付け状態を示す平面図である。
【図２８】図２７のXXVIII－XXVIII線矢視断面図である。
【図２９】図２７のXXIX－XXIX線矢視断面図である。
【図３０】実施形態１２にかかる燃料タンクの要部を示す側断面図である。
【図３１】サブタンクに対するポンプユニットの組付け状態を示す平面図である。
【図３２】図３１のXXXII－XXXII線矢視断面図である。
【図３３】図３１のXXXIII－XXXIII線矢視断面図である。
【図３４】実施形態１３にかかる燃料タンクの要部を示す正面図である。
【図３５】燃料タンクの要部を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明を実施するための形態について図面を用いて説明する。
【００１９】
［実施形態１］実施形態１にかかる燃料タンクは、自動車等の車両に搭載される内燃機関
用の燃料を貯留する燃料タンクである。各図において、上下方向は、車両に搭載された状
態での燃料タンクの重力方向いわゆる天地方向に対応する。また、説明の都合上、燃料タ
ンクの前後方向及び左右方向については、図に矢印で示すように定めるが、燃料タンク及
び燃料ポンプの配置方向を特定するものではない。図１は燃料タンクを示す側断面図であ
る。図１に示すように、燃料タンク１０は、タンク本体１２とサブタンク１４とポンプユ
ニット１６とフランジユニット１８とを備えている。
【００２０】
　タンク本体１２を説明する。タンク本体１２は、上面部２０及び底面部２１を有する中
空容器状に形成されている。上面部２０には、円形孔からなるタンクホール２２が形成さ
れている。底面部２１は、車両に対する燃料タンク１０の搭載状態において水平状態に配
置される。タンク本体１２は、樹脂製でもよいし、金属製でもよい。なお、タンクホール
２２は本明細書でいう「開口部」に相当する。また、図２はサブタンクに対するポンプユ
ニットの組付け状態を一部破断して示す側面図、図３は同じく平面図、図４は図３のIV－
IV線矢視断面図である。
【００２１】
　次に、サブタンク１４を説明する。図５はサブタンクを示す平面図、図６は図５のVI－
VI線矢視断面図である。図５に示すように、サブタンク１４は、平面視で前後方向を長く
する長四角形状の容器状に形成されている。サブタンク１４は、底板部２４、左側板部２
５、右側板部２６、前側板部２７及び後側板部２８を有している。底板部２４は、水平方
向に延在する平板状に形成されている。サブタンク１４の上面は開放されている（図６参
照）。図１に示すように、サブタンク１４は、タンク本体１２の底部すなわち底面部２１
上に固定状態に設置されている。底板部２４は、底面部２１と面接触状に配置されている
。サブタンク１４は、タンクホール２２の下方又は下方付近に配置されている。サブタン
ク１４は、燃料ポンプ３２（後述する）に吸入される燃料を貯留する。サブタンク１４は
、樹脂製でもよいし、金属製でもよい。
【００２２】
　図６に示すように、サブタンク１４の前端部における高さは、残りの部分における高さ
よりも高く設定されている。これにより、タンク本体１２が前下がり状に傾いたときのサ
ブタンク１４の燃料貯留量が増大されている。また、サブタンク１４の前端部を除いた残
りの部分における左側板部２５、右側板部２６及び後側板部２８の上端面は、同一高さで
形成されている。このため、サブタンク１４の水平状態での燃料を貯留可能な高さ位置Ｌ
は、サブタンク１４の前端部を除いた残りの部分における左側板部２５、右側板部２６及
び後側板部２８の上端面の高さ位置となる。
【００２３】
　次に、ポンプユニット１６を説明する。図４に示すように、ポンプユニット１６は、マ
ウント３０及び燃料ポンプ３２等を備えている。マウント３０は、例えば樹脂製で、左右
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一対の支持側板３４及び１枚の台板３６を有している（図３参照）。両支持側板３４は、
左右方向に延在する帯板状に形成され、その板厚方向を左右方向に向けた状態で平行状に
配置されている。台板３６は、四角形板状に形成され、両支持側板３４の上端面の中央部
の相互間に水平状に架設されている。
【００２４】
　マウント３０は、水平又は略水平状態でサブタンク１４内に収容されている。左側の支
持側板３４は左側板部２５に対面され、右側の支持側板３４は右側板部２６に対面されて
いる。両支持側板３４の前端部は、前側板部２７に近接又は当接されている。両支持側板
３４の前端下部には、Ｒ形状の円弧状面３４ａが形成されている。両支持側板３４の後端
下部には、傾斜状面３４ｂが形成されている。なお、マウント３０は本明細書でいう「ポ
ンプ保持部材」に相当する。
【００２５】
　燃料ポンプ３２は、サブタンク１４内の燃料を吸入しかつ吐出する電動式の燃料ポンプ
である。燃料ポンプ３２の外形は、略円柱形状に形成されている。燃料ポンプ３２は、マ
ウント３０の台板３６上に軸方向を水平方向すなわち前後方向とする横置き状態で配置さ
れている。なお、燃料ポンプ３２の軸方向の一端部に設けられた燃料吸入口（不図示）は
前方に指向され、その他端部に設けられた燃料吐出口（不図示）は後方へ指向されている
。また、燃料ポンプ３２の横置き状態とはタンク本体１２のタンクホール２２に対して略
平行をなす状態をいう。
【００２６】
　燃料ポンプ３２（詳しくは燃料吸入口）には、燃料吸入用の燃料フィルタ３８が接続さ
れている。燃料フィルタ３８は、フィルタ部材３９と接続管４０とを備えている。フィル
タ部材３９は、燃料ポンプ３２に吸入される燃料すなわちサブタンク１４内の燃料を濾過
する。フィルタ部材３９は、樹脂製の不織布等によって袋状に形成されている。フィルタ
部材３９の外形は、平面視（図３参照）で前後方向を長くする長四角形状で、上下方向に
偏平に形成されている。また、フィルタ部材３９の内部空間には、フィルタ部材３９の袋
形状を保持する樹脂製の内部保持部材（不図示）が配置されている。
【００２７】
　接続管４０は、フィルタ部材３９の前端部上に配置されている。接続管４０は、樹脂製
で、エルボ状に形成されている。接続管４０の一端部は、内部保持部材（不図示）に接続
されかつフィルタ部材３９の内部空間に連通されている。接続管４０の他端部は、燃料ポ
ンプ３２（詳しくは燃料吸入口）に接続されている。接続管４０により、フィルタ部材３
９の内部空間と燃料ポンプ３２の燃料吸入口とが連通されている。フィルタ部材３９は、
マウント３０の両支持側板３４と台板３６とにより取り囲まれる空間内に水平状に収まる
ように配置されている。
【００２８】
　燃料ポンプ３２（詳しくは燃料吐出口）には、プレッシャレギュレータ４２が接続され
ている。プレッシャレギュレータ４２は、燃料ポンプ３２から吐出された燃料の圧力を調
整し、その調整した燃料を吐出口（不図示）から吐出し、また、余剰となった余剰燃料を
排出口（不図示）からタンク本体１２内に排出する。
【００２９】
　ポンプユニット１６は、前後方向を長手方向としてサブタンク１４に組付けられること
により、タンク本体１２内の底部に水平状態で配置されている（図１参照）。この状態で
は、サブタンク１４の底板部２４上にマウント３０の両支持側板３４の下端面が接触され
ている（図２参照）。底板部２４と燃料フィルタ３８のフィルタ部材３９との間には、所
定の隙間が確保されている（図４参照）。ポンプユニット１６の長手方向の全長すなわち
両支持側板３４の全長は、タンク本体１２のタンクホール２２の口径よりも大きく設定さ
れている。ポンプユニット１６は、長手方向に沿ってタンクホール２２を通過可能に形成
されている。なお、タンクホール２２を通過するポンプユニット１６の姿勢は、タンクホ
ール２２に対してポンプユニット１６の長手方向を垂直方向又は略垂直方向に向けた姿勢
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に相当するため、垂直姿勢又は略垂直姿勢という（図７及び図８参照）。また、本明細書
でいう「略垂直姿勢」には、ポンプユニット１６がタンクホール２２に対して傾斜する傾
斜姿勢（例えば、傾斜角４５°以下）も含まれる。また、サブタンク１４に対するポンプ
ユニット１６の組付け位置は、ポンプユニット１６の長手方向を水平方向又は略水平方向
に向けた姿勢に相当する（図２～図４参照）。また、本実施形態では、ポンプユニット１
６の長手方向は、燃料ポンプ３２の軸方向に相当する。また、ポンプユニット１６の長手
方向に対して燃料ポンプ３２の軸方向が上下方向及び／又は水平方向に傾斜していてもよ
い。なお、サブタンク１４に対するポンプユニット１６の組付け構造については後で説明
する。
【００３０】
　次に、フランジユニット１８を説明する。図１に示すように、フランジユニット１８は
、タンク本体１２のタンクホール２２に装着されている。フランジユニット１８は、例え
ば樹脂製で、タンクホール２２を閉鎖する円板状のフランジ本体４４を備えている。フラ
ンジ本体４４には、燃料吐出管４５及び電気コネクタ４６等が設けられている。フランジ
本体４４の下面側において、燃料吐出管４５とプレッシャレギュレータ４２（詳しくは吐
出口）とは、可撓性を有する蛇腹状のホース等からなる配管部材４８を介して接続されて
いる。また、フランジ本体４４の下面側において、フランジ本体４４の電気コネクタ４６
と燃料ポンプ３２（詳しくは電気コネクタ（不図示））とは、可撓性を有する配線部材４
９を介して接続されている。また、図示しないが、フランジ本体４４の上面側において、
燃料吐出管４５には、内燃機関いわゆるエンジンにつながる燃料供給配管が接続される。
また、電気コネクタ４６には、外部コネクタが接続される。
【００３１】
　次に、ポンプユニット１６の作動を説明する。外部からの駆動電力により燃料ポンプ３
２が駆動されると、サブタンク１４内の燃料が、燃料フィルタ３８を介して燃料ポンプ３
２に吸入される。その燃料は、燃料ポンプ３２により昇圧された後、プレッシャレギュレ
ータ４２により燃料圧力が調整されてから配管部材４８へ吐出される。その燃料は、フラ
ンジユニット１８の燃料吐出管４５からエンジンへと供給される。なお、ポンプユニット
１６とフランジユニット１８とにより、タンク本体１２内に貯留された燃料をエンジンに
供給する燃料供給装置が構成されている。
【００３２】
　次に、サブタンク１４に対するポンプユニット１６の組付け構造について説明する。図
２及び図３に示すように、マウント３０の両支持側板３４の前端部には、それぞれ外側方
へ向けて突出する丸軸形状の前側のガイドピン５１が左右対称的に設けられている。両支
持側板３４の後端部には、それぞれ外側方へ向けて突出する丸軸形状の後側のガイドピン
５３が左右対称的に設けられている。なお、前側のガイドピン５１は本明細書でいう「摺
動子」、「先行側摺動子」に相当する。また、後側のガイドピン５３は本明細書でいう「
摺動子」、「後行側摺動子」に相当する。なお、ガイドピン５１，５３は、丸軸形状に限
らず、四角軸状、帯板状等でもよい。
【００３３】
　図５に示すように、サブタンク１４の左側板部２５及び右側板部２６の対向側面すなわ
ち内側面には、左右一対のガイドレール５５が左右対称的に設けられている。両ガイドレ
ール５５は、ガイド溝５６を有する断面チャンネル状に形成されている。ガイド溝５６は
、マウント３０の両ガイドピン５１，５３（図２参照）を係合可能かつ摺動可能に形成さ
れている。
【００３４】
　図６に示すように、ガイドレール５５は、１つの溝底壁５７と、相互に平行状をなす一
対の溝側壁５８とを有している。両ガイドレール５５は、左側板部２５及び右側板部２６
の一部を溝底壁５７として兼用している。なお、溝底壁５７を有するガイドレール５５を
左側板部２５及び右側板部２６に付設してもよい。
【００３５】
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　ガイドレール５５は、第１ガイド部６０と第３ガイド部６２と第２ガイド部６４を有し
ている。第１ガイド部６０は、タンク本体１２のタンクホール２２側から底部側に延在し
ている。すなわち、第１ガイド部６０は、垂直方向又は略垂直方向に延在している。第１
ガイド部６０は、サブタンク１４の水平状態での燃料を貯留可能な高さ位置Ｌよりも上方
へ延出されている。これにともない、サブタンク１４の左側板部２５及び右側板部２６に
は、上方へ突出する突出部２５ａ，２６ａ（図５参照）が形成されている。また、第１ガ
イド部６０のガイド溝５６の上端部には、上方に開口する導入口６１が形成されている。
導入口６１における一対の溝側壁５８は、相互間の間隔を上方に向かって次第に広くする
テーパー状に形成されている。導入口６１は、タンク本体１２のタンクホール２２の近傍
に配置されており、作業者が容易に視認することができる（図１参照）。
【００３６】
　図６に示すように、第３ガイド部６２は、第１ガイド部６０の底部側端部すなわち下端
部に連続されかつ前方へ延出されている。第３ガイド部６２の後端部は、前方斜め下方に
傾斜する傾斜部６３となっている。第３ガイド部６２のガイド溝５６の前端面は、前端壁
６２ａによって閉鎖されている。また、サブタンク１４に対するポンプユニット１６の組
付けに際して、第３ガイド部６２の前端壁６２ａにマウント３０の前側のガイドピン５１
が当接したときには、後側のガイドピン５３が第１ガイド部６０の下端部付近すなわち第
２ガイド部６４の接続部付近に位置される（図９参照）。
【００３７】
　第２ガイド部６４は、第１ガイド部６０の下端部に連続されかつ下方へ円弧状に延出さ
れている。第２ガイド部６４のガイド溝５６の下端部は、下端壁６４ａによって閉鎖され
ている。また、第２ガイド部６４は、第３ガイド部６２の前端壁６２ａに当接した状態で
の前側のガイドピン５１を中心とするマウント３０の上下方向の回動にともなう後側のガ
イドピン５３の回動軌跡に略倣う曲率半径で形成されている。
【００３８】
　ところで、本実施形態において、第２ガイド部６４（図６参照）の曲率半径は、下方に
向かって次第に小さくなるように設定されている。第２ガイド部６４の後側の溝側壁５８
の下端部には、後方へ円弧状に凹むロック溝部６５が形成されている。また、マウント３
０（図２参照）は、前後方向の中央部が盛り上がる上反り状態に弾性変形いわゆる撓み変
形可能に形成されている。なお、マウント３０は、前後方向の中央部が凹む下反り状態に
弾性変形いわゆる撓み変形可能に形成されてもよい。
【００３９】
　このため、ポンプユニット１６を傾斜姿勢（図９参照）からサブタンク１４に対する組
付け位置（図２参照）へ回動させたときには、後側のガイドピン５３が第２ガイド部６４
を摺動しつつ前方へ押しやられる。これによって、マウント３０が上反り状態に弾性変形
させられる。そして、ポンプユニット１６がサブタンク１４に対する組付け位置（図２参
照）になると、後側のガイドピン５３が第２ガイド部６４の下端壁６４ａに当接し、後側
のガイドピン５３がマウント３０の弾性復元力によってロック溝部６５に係合いわゆるス
ナップフィット係合される。これにより、タンク本体１２にポンプユニット１６がロック
される。すなわち、第２ガイド部６４のロック溝部６５と後側のガイドピン５３とにより
、ロック手段６７が構成されている。なお、サブタンク１４に対する組付け位置は本明細
書でいう「タンク本体の底部側の組付け位置」に相当する。
【００４０】
　また、マウント３０は本明細書でいう「摺動子側の部材」に相当する。また、ロック溝
部６５は本明細書でいう「ロック部」、「タンク本体側ロック部」に相当する。また、両
ガイドピン５１，５３とガイドレール５５とにより、ガイド手段が構成されている。ガイ
ド手段は、ポンプユニット１６の左右両側に対称的に配置されている（図３参照）。また
、第３ガイド部６２の前端部に相当する前端壁６２ａを本明細書でいう「タンク本体側支
持部」とし、前側のガイドピン５１を本明細書でいう「ポンプユニット側支持部」として
、相互に回動可能にかつ係脱可能に係合する回動支持手段７２が構成されている（図２参
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照）。
【００４１】
　次に、タンク本体１２に対するポンプユニット１６の組付け方法について説明する。ポ
ンプユニット１６の組付けは、作業者の手作業で行われる。タンク本体１２の上方からタ
ンクホール２２（図１参照）内にポンプユニット１６を長手方向に沿って挿入する。この
とき、ポンプユニット１６は、前端部を下向きとする垂直姿勢又は略垂直姿勢とされる。
なお、垂直姿勢又は略垂直姿勢には、ポンプユニット１６の前端部を下方斜め前方に傾斜
する傾斜姿勢も含まれる。
【００４２】
　そして、ポンプユニット１６の前側のガイドピン５１を、サブタンク１４のガイドレー
ル５５の導入口６１から第１ガイド部６０に係合させ、そのガイド部６０に沿って下方へ
摺動させていく。続いて、前側のガイドピン５１を、第１ガイド部６０の下端部から第３
ガイド部６２に摺動させる。また、後側のガイドピン５３を、ガイドレール５５の導入口
６１から第１ガイド部６０に係合させる。この状態が図７及び図８に示されている。なお
、図７はタンク本体に対するポンプユニットの組付け過程１を示す側断面図、図８は図７
のVIII－VIII線矢視断面図である。
【００４３】
　この状態から、前側のガイドピン５１を、第３ガイド部６２に沿って前方へ移動させつ
つ、後側のガイドピン５３を第１ガイド部６０に沿って下方へ摺動させていく。すると、
前側のガイドピン５１が第３ガイド部６２の前端壁６２ａに当接すなわち係合する。これ
により、ポンプユニット１６が後端部を斜め上方に傾斜する傾斜姿勢とされる。この状態
が図９に示されている。図９はタンク本体に対するポンプユニットの組付け過程２を示す
側断面図である。
【００４４】
　続いて、第３ガイド部６２の前端壁６２ａと前側のガイドピン５１との係合による回動
支持手段７２（図９参照）を回動支点として、ポンプユニット１６を下方へ回動させる。
すなわち、ポンプユニット１６の後端部を押し下げていく。すると、後側のガイドピン５
３が第２ガイド部６４を摺動しつつ前方へ押しやられることによって、マウント３０が弾
性変形させられる。そして、ポンプユニット１６がサブタンク１４に対する組付け位置（
図２参照）になると、後側のガイドピン５３が第２ガイド部６４の下端壁６４ａに当接し
、後側のガイドピン５３がマウント３０の弾性復元力によってロック溝部６５に係合され
る。これにより、タンク本体１２にポンプユニット１６がロックされる。この状態では、
マウント３０の両支持側板３４の下端面がサブタンク１４の底板部２４上に当接する。そ
の後、フランジユニット１８をタンク本体１２のタンクホール２２に装着することによっ
て、ポンプユニット１６の組付け作業が完了する（図１参照）。
【００４５】
　また、燃料フィルタ３８の目詰まり、燃料ポンプ３２の故障等を生じた場合のポンプユ
ニット１６の交換等に際して、ポンプユニット１６を取外したい場合がある。そのような
場合には、タンク本体１２のタンクホール２２からフランジユニット１８を取外した後、
回動支持手段７２（図２参照）を回動支点として、ポンプユニット１６を上方へ回動させ
る。すなわち、ポンプユニット１６の後端部を引き上げる。これにより、ガイドレール５
５のロック溝部６５に対する後側のガイドピン５３の係合が解除される。以降、挿入時と
は逆順で、ポンプユニット１６を取外せばよい。
【００４６】
　前記した燃料タンク１０によると、タンク本体１２内にポンプユニット１６を組付ける
際に、ガイド手段のガイドレール５５によって両ガイドピン５１，５３がガイドされる。
これによって、ポンプユニット１６がタンク本体１２のタンクホール２２側から底部側の
組付け位置までガイドされる。したがって、ポンプユニット１６を迷わずに容易に組付け
位置へ適正に移動させることができる。このため、作業時間を短縮するとともに、ポンプ
ユニット１６の組付け不良を抑制することができる。よって、タンク本体１２に対するポ
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ンプユニット１６の組付け性を向上することができる。
【００４７】
　また、ガイド手段は、ポンプユニット１６の両側に配置されている（図３及び図８参照
）。したがって、ポンプユニット１６が両ガイド手段によってガイドされるため、タンク
本体１２に対するポンプユニット１６の組付け性を向上することができる。
【００４８】
　また、ガイドレール５５は、タンク本体１２の底部に設けられたサブタンク１４の水平
状態での燃料を貯留可能な高さ位置Ｌよりも上方へ延出されている（図６参照）。したが
って、位置Ｌよりも高い位置からガイドレール５５によって両ガイドピン５１，５３をガ
イドすることができる。また、作業者は、タンク本体１２のタンクホール２２近傍のガイ
ドレール５５の導入口６１を目視で確認しながら、その導入口６１にポンプユニット１６
の両ガイドピン５１，５３を容易に係合させることができる。よって、ポンプユニット１
６の組付けにかかる信頼性を向上することができる。また、ポンプユニット１６の組付け
時のタンクホール２２に対するポンプユニット１６の干渉を抑制することができる。この
ため、タンクホール２２とポンプユニット１６との干渉によるポンプユニット１６の損傷
、バリ、切り粉等の異物の発生及びタンク本体１２内への脱落を抑制することができる。
【００４９】
　また、ポンプユニット１６の長手方向の一端部を回動可能に支持する回動支持手段７２
が、タンク本体１２側に設けられた第３ガイド部６２の前端壁６２ａ（タンク本体側支持
部）と、ポンプユニット１６側に設けられかつ第３ガイド部６２の前端壁６２ａに係合さ
れる前側のガイドピン５１（ポンプユニット側支持部）とにより構成されている。また、
ガイドレール５５には、タンク本体１２のタンクホール２２側から底部側に延在する第１
ガイド部６０が設けられている。したがって、ガイドレール５５の第１ガイド部６０によ
り、ポンプユニット１６の前側のガイドピン５１をタンク本体１２のタンクホール２２側
から底部側にガイドすることができる。また、ポンプユニット１６を傾斜姿勢（図９参照
）からサブタンク１４に対する組付け位置（図２参照）とする際には、回動支持手段７２
の第３ガイド部６２の前端壁６２ａ（タンク本体側支持部）と前側のガイドピン５１（ポ
ンプユニット側支持部）との係合により、ポンプユニット１６の長手方向の一端部（前端
部）を回動可能に支持することができる（図２及び図９参照）。よって、回動支持手段７
２を回動支点として、ポンプユニット１６をタンク本体１２の底部側の組付け位置に容易
に回動させることができる。
【００５０】
　また、第１ガイド部６０の底部側端部に連続され、回動支持手段７２を回動支点として
ポンプユニット１６を下方へ回動させる際に後側のガイドピン５３をガイドする第２ガイ
ド部６４が設けられている。したがって、回動支持手段７２を回動支点としてポンプユニ
ット１６を回動させることにより、後側のガイドピン５３がガイドレール５５の第２ガイ
ド部６４によりガイドされる。このため、ポンプユニット１６をタンク本体１２の底部側
の組付け位置に容易に移動させることができる。
【００５１】
　また、後側のガイドピン５３がガイドレール５５の第２ガイド部６４を下方に摺動した
際に、マウント３０が弾性変形する。そして、ポンプユニット１６をサブタンク１４に対
する組付け位置（図２参照）としたときには、マウント３０の弾性復元により、第２ガイ
ド部６４のロック溝部６５に後側のガイドピン５３が係合することによって、タンク本体
１２にポンプユニット１６がロックされる。また、マウント３０の弾性を利用して、第２
ガイド部６４のロック溝部６５に対する後側のガイドピン５３の係合を解除することによ
って、ポンプユニット１６を挿入時とは逆順で取外すことができる。よって、ポンプユニ
ット１６をタンク本体１２に着脱可能に組付けることができる。また、第２ガイド部６４
のロック溝部６５と後側のガイドピン５３とによりロック手段６７（図２参照）が構成さ
れるため、ロック手段６７としての特別な部材（例えば、バネ部材等）を設けなくて済む
。



(13) JP 2017-8761 A 2017.1.12

10

20

30

40

50

【００５２】
　また、ポンプユニット１６の長手方向の一端部に、前側のガイドピン５１が設けられ、
ガイドレール５５には、第１ガイド部６０の底部側端部に連続され、前側のガイドピン５
１をタンク本体１２の底部に沿って所定位置までガイドする第３ガイド部６２が設けられ
ている。したがって、前側のガイドピン５１を、ガイドレール５５の第１ガイド部６０及
び第３ガイド部６２によって、回動支持手段７２に向けてガイドすることができる。
【００５３】
　また、前側のガイドピン５１は、回動支持手段７２（図２参照）のポンプユニット側支
持部を兼用するように構成されている。したがって、ポンプユニット側支持部として、特
別な部材を設けなくて済む。また、第３ガイド部６２の前端壁６２ａを、回動支持手段７
２のタンク本体側支持部とすることによって、タンク本体側支持部として特別な部材を設
けなくて済む。
【００５４】
　なお、弾性変形可能な摺動子側の部材としては、マウント３０に限らず、前側のガイド
ピン５１及び／又は後側のガイドピン５３を用いてもよい。また、摺動子側の部材を弾性
変形可能に形成する代わりに、マウント３０に対して前側のガイドピン５１及び／又は後
側のガイドピン５３を相互間の間隔を狭める方向にスライド可能に配置し、そのガイドピ
ンをバネ部材によって相互間の間隔を拡げる方向に付勢する構成としてもよい。
【００５５】
［実施形態２］実施形態２以降の実施形態は、実施形態１に変更を加えたものであるから
、その変更部分について説明し、重複する説明は省略する。図１０はサブタンクを示す平
面図である。図１０に示すように、サブタンク（符号、７４を付す）は、実施形態１（図
５参照）のサブタンク１４の後側板部２８が省略されている。サブタンク７４は、実施形
態１のサブタンク１４の左右方向の幅寸法よりも広い幅寸法で形成されている。左右のガ
イドレール５５は、左側板部２５及び右側板部２６とは別個に形成されている。すなわち
、底板部２４上には、左側板７５及び右側板７６が立設されている。左側板７５と右側板
７６との間隔は、実施形態１のサブタンク１４（図５参照）の左側板部２５と右側板部２
６との間隔と同じに設定されている。左側板７５及び右側板７６の対向側面にガイドレー
ル５５が左右対称的に設けられている。ガイドレール５５は、左側板７５及び右側板７６
の一部を溝底壁５７として兼用している。また、左側板部２５及び右側板部２６には、実
施形態１（図５参照）の突出部２５ａ，２６ａは形成されていない。
【００５６】
　本実施形態のサブタンク７４によると、実施形態１のポンプユニット１６を共通使用す
ることができる。なお、ガイドレール５５を備える左側板７５及び右側板７６は、タンク
本体１２の底面部２１上に配置してもよい。また、溝底壁５７を有するガイドレール５５
をサブタンク１４の底板部２４又はタンク本体１２の底面部２１上に配置してもよい。
【００５７】
［実施形態３］図１１はサブタンクに対するポンプユニットの組付け状態を一部破断して
示す側面図、図１２はサブタンクを示す平面図、図１３は図１２のXIII－XIII線矢視断面
図である。図１１に示すように、本実施形態では、実施形態１（図２参照）における前側
のガイドピン５１は、ストッパピン（符号、７８を付す）として用いられる。また、実施
形態１における後側のガイドピン５３は、ガイドピン（符号、７９を付す）として用いら
れる。図１２及び図１３に示すように、サブタンク１４の左側板部２５及び右側板部２６
の前端部の内側面には、左右一対のストッパ片８０が左右対称的に設けられている。スト
ッパ片８０は、前後方向に延びる突片状に形成されている。なお、ストッパピン７８は本
明細書でいう「ストッパ部材」に相当する。また、ガイドピン７９は本明細書でいう「摺
動子」に相当する。また、ストッパ片８０は本明細書でいう「係合部材」に相当する。
【００５８】
　サブタンク１４の底板部２４は、主として傾斜姿勢のポンプユニット１６のマウント３
０の両支持側板３４の先端部（前端部）の円弧状面３４ａを水平方向前方にガイドする部
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材として用いられる（図１４及び図１５参照）。なお、底板部２４は本明細書でいう「第
３ガイド部材」に相当する。また、底板部２４はガイド手段の一部を構成している。なお
、図１４はタンク本体に対するポンプユニットの組付け過程１を示す側断面図、図１５は
同じく組付け過程２を示す側断面図である。
【００５９】
　サブタンク１４の前側板部２７は、傾斜姿勢のポンプユニット１６のマウント３０の両
支持側板３４の先端部（前端部）が当接する部材として用いられる（図１５参照）。垂直
姿勢又は略垂直姿勢のポンプユニット１６の両支持側板３４の先端部（前端部）がサブタ
ンク１４の前側板部２７に当接したときには、ストッパ片８０の下側にストッパピン７８
が係合される。すなわち、サブタンク１４の前側板部２７及びストッパ片８０を本明細書
でいう「タンク本体側支持部」とし、ストッパピン７８を本明細書でいう「ポンプユニッ
ト側支持部」として、相互に回動可能にかつ係脱可能に係合する回動支持手段８２が構成
されている（図１１参照）。なお、前側板部２７は本明細書でいう「当接部材」に相当す
る。
【００６０】
　図１３に示すように、ガイドレール（符号、８４を付す）は、実施形態１（図６参照）
のガイドレール５５のうち、傾斜部６３を含む第３ガイド部６２が省略されている。また
、第１ガイド部６０の下端部に第２ガイド部（符号、８６を付す）が連続状に形成されて
いる。第２ガイド部８６の下端部は、底板部２４まで延長されている。このため、実施形
態１（図６参照）の第２ガイド部６４の下端壁６４ａ及びロック溝部６５が省略されてい
る。なお、第２ガイド部８６の下端部は、底板部２４から離れていてもよい。
【００６１】
　第２ガイド部８６は、回動支持手段８２（図１５参照）を回動支点とするポンプユニッ
ト１６の回動にともなうガイドピン７９の回動軌跡に倣う曲率半径で形成されている。こ
のため、実施形態１と異なり、ポンプユニット１６を傾斜姿勢からサブタンク１４に対す
る組付け位置へ回動させても、マウント３０には弾性変形が生じない。すなわち、本実施
形態では、実施形態１（図２参照）のロック手段６７が省略されている。そして、代わり
のロック手段９４（後述する）が設けられている（図１１参照）。
【００６２】
　図１１に示すように、ポンプユニット１６の両支持側板３４の後端部の相互間には、周
方向（図１１において紙面表裏方向）に延びるロックバー８８が架設されている。また、
サブタンク１４の底板部２４の後端部上には、四角形板状のロック部材９０が立設されて
いる（図１２及び図１３参照）。ロック部材９０は、サブタンク１４の左側板部２５と右
側板部２６との間の中央部に配置され、左右方向に延在している。
【００６３】
　図１３に示すように、ロック部材９０の高さ方向の中央部には、前方に突出するロック
爪９１が形成されている。ロック爪９１は、ロックバー８８（図１１参照）に係合可能に
形成されている。ロック部材９０のロック爪９１より上方へ突出する部分は、操作部９２
とされている。ロック部材９０は、板厚方向すなわち前後方向に弾性変形すなわち撓み変
形可能に形成されている（図１３中、二点鎖線９０参照）。すなわち、ロックバー８８と
ロック部材９０とにより、ロック手段９４が構成されている（図１１参照）。なお、ロッ
クバー８８は本明細書でいう「ポンプユニット側ロック部」に相当する。また、ロック部
材９０は本明細書でいう「タンク本体側ロック部」に相当する。
【００６４】
　次に、タンク本体１２に対するポンプユニット１６の組付け方法について説明する。ポ
ンプユニット１６を、長手方向の一端部（前端部）を斜め前方へ傾かせた略垂直姿勢とし
てタンク本体１２に挿入する。このとき、ガイドピン７９をガイドレール５５の導入口６
１から第１ガイド部６０に係合させ、そのガイド部６０に沿って下方へ移動させていく。
そして、マウント３０の両支持側板３４の円弧状面３４ａがサブタンク１４の底板部２４
上に当接したら、その円弧状面３４ａを底板部２４上に沿って前方へ摺動させていく（図
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１４参照）。
【００６５】
　すると、マウント３０の前端部がサブタンク１４の前側板部２７に当接し、ストッパピ
ン７８がサブタンク１４のストッパ片８０に係合し、ポンプユニット１６が傾斜姿勢とな
る（図１５参照）。そして、前側板部２７及びストッパ片８０とストッパピン７８との係
合による回動支持手段８２を回動支点として、ポンプユニット１６を下方へ回動させる。
すなわち、ポンプユニット１６の後端部を押し下げていく。すると、ガイドピン７９が第
２ガイド部８６を摺動していく。また、サブタンク１４のロック部材９０のロック爪９１
にマウント３０のロックバー８８が当接すると、ロック部材９０が後方へ弾性変形（図１
３中、二点鎖線９０参照）されていき、ロックバー８８がロック爪９１を通過すると同時
に、ロック部材９０が弾性復元し、ロックバー８８にロック爪９１が係合いわゆるスナッ
プフィット係合される（図１１参照）。これにより、タンク本体１２にポンプユニット１
６がロックされる。
【００６６】
　また、ポンプユニット１６を取外したい場合には、ロック部材９０の操作部９２を後方
へ押すことにより、ロックバー８８に対するロック爪９１の係合を解除（図１３中、二点
鎖線９０参照）した後、回動支持手段８２を回動支点として、ポンプユニット１６を上方
へ回動させる。すなわち、ポンプユニット１６の後端部を引き上げる。以降、挿入時とは
逆順で、ポンプユニット１６を取外せばよい。
【００６７】
　本実施形態の燃料タンク１０によると、タンク本体１２内にポンプユニット１６を組付
ける際に、ガイド手段のガイドレール５５によってガイドピン７９がガイドされるととも
に、サブタンク１４の底板部２４によってマウント３０の円弧状面３４ａがガイドされる
。これによって、ポンプユニット１６がタンク本体１２のタンクホール２２側から底部側
の組付け位置までガイドされる。したがって、ポンプユニット１６を迷わずに容易に組付
け位置へ適正に移動させることができる。このため、作業時間を短縮するとともに、ポン
プユニット１６の組付け不良を抑制することができる。よって、タンク本体１２に対する
ポンプユニット１６の組付け性を向上することができる。
【００６８】
　また、回動支持手段８２の前側板部２７及びストッパ片８０（タンク本体側支持部）と
ストッパピン７８（ポンプユニット側支持部）との係合により、ポンプユニット１６の長
手方向の一端部（前端部）を回動可能に支持することができる（図１１及び図１５参照）
。また、ポンプユニット１６を傾斜姿勢（図１５参照）からサブタンク１４に対する組付
け位置（図１１参照）とする際には、回動支持手段８２を回動支点としてポンプユニット
１６を下方へ回動させることにより、ガイドレール５５の第２ガイド部８６によりガイド
ピン７９がガイドされる。このため、ポンプユニット１６をサブタンク１４に対する組付
け位置に容易に移動させることができる。
【００６９】
　また、ポンプユニット１６をサブタンク１４に対する組付け位置としたときには、ロッ
ク手段９４のロック部材９０にロックバー８８がロック部材９０の弾性変形を利用して係
合することによって、タンク本体１２にポンプユニット１６がロックされる（図１１参照
）。また、ロック部材９０に対するロックバー８８の係合をロック部材９０の弾性変形を
利用して解除することによって、ポンプユニット１６を挿入時とは逆順で取外すことがで
きる。よって、ポンプユニット１６をタンク本体１２に着脱可能に組付けることができる
。なお、ロックバー８８を弾性変形可能に形成してもよい。また、サブタンク１４のタン
ク本体側ロック部としてロックバー８８を配置し、ポンプユニット１６のポンプユニット
側ロック部としてロック部材９０を配置してもよい。
【００７０】
　また、タンク本体１２の底部に設けたサブタンク１４の底板部２４によって、垂直姿勢
又は略垂直姿勢のポンプユニット１６の先端部（前端部）の円弧状面３４ａを水平方向前
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方にガイドすることができる。また、サブタンク１４の底板部２４が第３ガイド部材を兼
用することにより、専用の第３ガイド部材を設けなくて済む。なお、サブタンク１４の底
板部２４に専用の第３ガイド部材を配置してもよい。
【００７１】
［実施形態４］図１６はサブタンクを示す平面図である。図１６に示すように、本実施形
態は、実施形態２（図１０参照）のサブタンク７４の左側板７５及び右側板７６の対向側
面に、ガイドレール５５に代えて、実施形態３のガイドレール８４及びストッパ片８０が
左右対称的に設けられている。本実施形態のサブタンク７４によると、実施形態３のポン
プユニット１６を共通使用することができる。なお、ガイドレール８４及びストッパ片８
０を備える左側板７５及び右側板７６は、タンク本体１２の底面部２１上に配置してもよ
い。また、ロック部材９０は、タンク本体１２の底面部２１上に配置してもよい。この場
合、タンク本体１２の底面部２１を第３ガイド部材として兼用するとよい。また、タンク
本体１２の底面部２１に専用の第３ガイド部材を配置してもよい。また、ガイドレール８
４及びストッパ片８０を、サブタンク１４の底板部２４又はタンク本体１２の底面部２１
上に独立的に配置してもよい。
【００７２】
［実施形態５］図１７はサブタンクに対するポンプユニットの組付け状態を示す平面図、
図１８は図１７XVIII－XVIII線矢視断面図である。図１７及び図１８に示すように、本実
施形態は、実施形態３（図１１参照）の回動支持手段８２を回動支持手段（符号、９６を
付す）に変更したものである。これにともない、実施形態３（図１１参照）におけるサブ
タンク１４のストッパ片８０、及び、マウント３０の左右のストッパピン７８が省略され
ている。
【００７３】
　サブタンク１４の前側板部２７には、左右の係止凹部９８が形成されている。両係止凹
部９８は、いずれも後方に開口する横向きの有底四角筒形状に形成されている。また、マ
ウント３０の両支持側板３４の前端部（先端部）の相互間には、横架材１００が架設され
ている。横架材１００には、前方へ突出する突片状の左右の係止凸部１０２が形成されて
いる。左右の係止凸部１０２は、サブタンク１４の左右の係止凹部９８に係合可能に形成
されている。なお、係止凹部９８は本明細書でいう「タンク本体側係止部」、「タンク本
体側支持部」に相当する。また、係止凸部１０２は本明細書でいう「ポンプユニット側係
止部」、「ポンプユニット側支持部」に相当する。また、係止凹部９８と係止凸部１０２
とにより、相互に回動可能にかつ係脱可能に係合する回動支持手段９６が構成されている
。また、本実施形態では、左右の計２つの回動支持手段９６が設けられているが、その回
動支持手段９６の数は適宜増減してもよい。
【００７４】
　本実施形態の燃料タンク１０によると、回動支持手段９６の係止凹部９８（タンク本体
側支持部）と係止凸部１０２（ポンプユニット側支持部）との係合により、ポンプユニッ
ト１６の長手方向の一端部（前端部）を回動可能に支持することができる。なお、図１９
はタンク本体に対するポンプユニットの組付け過程を示す側断面図である。また、サブタ
ンク１４のタンク本体側係止部として係止凸部１０２を配置し、マウント３０のポンプユ
ニット側係止部として係止凹部９８を配置してもよい。
【００７５】
［実施形態６］図２０はサブタンクに対するポンプユニットの組付け状態を示す側断面図
である。図２０に示すように、本実施形態は、実施形態１（図２参照）のサブタンク１４
及びポンプユニット１６が流用されている。そして、ガイドレール（符号、１０４を付す
）は、実施形態１の第２ガイド部６４が、実施形態３（図１１参照）の第２ガイド部８６
に変更されている。さらに、サブタンク１４とポンプユニット１６との間には、実施形態
３（図１１参照）のロック手段９４が設けられている。
【００７６】
［実施形態７］図２１は燃料タンクの要部を示す側断面図、図２２はタンク本体に対する
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ポンプユニットの組付け過程を示す側断面図である。図２１に示すように、本実施形態の
ポンプユニット１６のマウント３０の前側のガイドピン（符号、１１０を付す）は、例え
ば長円形軸状に形成されている。前側のガイドピン１１０の長軸方向は、マウント３０の
長手方向と同方向に向けられている。また、マウント３０の後側のガイドピン（符号、１
１２を付す）は、例えば方形軸状に形成されている。
【００７７】
　本実施形態のガイドレール（符号、１１４を付す）は、実施形態１（図１～図６参照）
のサブタンク１４の底板部２４上に左右対称的（図２１では左側のガイドレール１１４の
みを示す）に設けられている。ガイドレール１１４は、前側のガイド面１１６及び後側の
ガイド面１１８を有する山形状に形成されている。ガイドレール１１４の上端部は、サブ
タンク１４の水平状態での燃料を貯留可能な高さ位置よりも上方へ延出されている。また
、ガイドレール１１４の上端部は、タンク本体１２のタンクホール２２の中央部の下方付
近に向けて延びている。
【００７８】
　前側のガイド面１１６は、タンク本体１２のタンクホール２２側から底部側の斜め前方
に向けて延在している。前側のガイド面１１６は、急な斜面からなる前側の上流ガイド部
１２０と、前側の上流ガイド部１２０の下端部に傾斜ガイド部１２１を介して連続されか
つ前方へ延びる前側の下流ガイド部１２２とを有している。傾斜ガイド部１２１は、凹型
円弧状に形成されている。ガイドレール１１４の前端部には、前側の下流ガイド部１２２
の前端に連続しかつ後方を開口する横向きＵ字状の係止溝１２４を有する係止壁部１２３
が形成されている。
【００７９】
　後側のガイド面１１８は、タンク本体１２のタンクホール２２側から底部側の斜め後方
に向けて延在している。後側のガイド面１１８は、急な斜面からなる後側の上流ガイド部
１２６と、後側の上流ガイド部１２６に連続する円弧状の後側の下流ガイド部１２８とを
有している。後側の下流ガイド部１２８は、係止壁部１２３に係合した状態での前側のガ
イドピン１１０を中心とするマウント３０の上下方向の回動にともなう後側のガイドピン
１１２の回動軌跡に略倣う曲率半径で形成されている。また、前後の上流ガイド部１２０
，１２６は、前後対称的に形成されている。
【００８０】
　ガイドレール１１４の後端部には、後側の下流ガイド部１２８の下端に連続しかつ上方
を開口する四角形溝状のロック溝１３１を有するロック部１３０が形成されている。ロッ
ク部１３０には、前方に突出するロック爪１３２が形成されている。ロック部１３０のロ
ック爪１３２より上方へ突出する部分は、操作部１３３とされている。ロック部１３０は
、前後方向に弾性変形すなわち撓み変形可能に形成されている（図２２中、二点鎖線１３
０参照）。ロック爪１３２は、ロック溝１３１に係合した後側のガイドピン１１２に対し
てロック部１３０の弾性変形を利用して係合可能に形成されている。
【００８１】
　図２１に示すように、後側のガイドピン１１２とロック部１３０とにより、ロック手段
１３５が構成されている。また、係止壁部１２３を本明細書でいう「タンク本体側支持部
」とし、前側のガイドピン１１０を本明細書でいう「ポンプユニット側支持部」として、
相互に回動可能にかつ係脱可能に係合する回動支持手段１３７が構成されている。また、
両ガイドピン１１０，１１２とガイドレール１１４とにより、ガイド手段が構成されてい
る。ガイド手段は、左右対称的（図２１及び図２２では一方のみを示す）に配置されてい
る。
【００８２】
　また、本実施形態では、サブタンク１４の左側板部２５、右側板部（不図示）、前側板
部２７及び後側板部２８の上端面は、同一高さで形成されている。また、左側板部２５（
及び右側板部）には、実施形態１の突出部２５ａ，２６ａ（図５及び図６参照）は形成さ
れていない。また、実施形態１と異なり、サブタンク１４に対するポンプユニット１６の



(18) JP 2017-8761 A 2017.1.12

10

20

30

40

50

組付け状態（図２１参照）において、マウント３０の前端部は、前側板部２７に対して近
接又は当接しなくてもよい。また、マウント３０の後端部は、後側板部２８に対して近接
又は当接しなくてもよい。また、本実施形態において、実施形態１のマウント３０の円弧
状面３４ａ及び傾斜状面３４ｂ（図４参照）は、省略されている。また、図２１及び図２
２において、フランジユニット１８、ポンプユニット１６における支持側板３４及び台板
３６、燃料フィルタ３８、プレッシャレギュレータ４２等は省略されている。
【００８３】
　なお、前側のガイドピン１１０は本明細書でいう「摺動子」、「先行側摺動子」、「ポ
ンプユニット側支持部」に相当する。また、後側のガイドピン１１２は本明細書でいう「
摺動子」、「後行側摺動子」に相当する。なお、後側のガイドピン１１２は本明細書でい
う「ポンプユニット側ロック部」に相当する。また、前側の上流ガイド部１２０及び後側
の上流ガイド部１２６は、本明細書でいう「第１ガイド部」に相当する。また、前側の下
流ガイド部１２２は、本明細書でいう「第３ガイド部」に相当する。また、後側の下流ガ
イド部１２８は、本明細書でいう「第２ガイド部」に相当する。また、ロック部１３０は
本明細書でいう「タンク本体側ロック部」に相当する。
【００８４】
　次に、タンク本体１２に対するポンプユニット１６の組付け方法について説明する。ポ
ンプユニット１６を、長手方向の一端部（前端部）を斜め前方へ傾かせた略垂直姿勢とし
てタンク本体１２に挿入する。このとき、前側のガイドピン１１０を、サブタンク１４の
ガイドレール１１４の前側の上流ガイド部１２０に係合させ、その前側の上流ガイド部１
２０に沿って下方へ摺動させていく。続いて、前側のガイドピン１１０を、前側の上流ガ
イド部１２０から傾斜ガイド部１２１に摺動させる（図２２参照）。この状態から、前側
のガイドピン１１０を前側の下流ガイド部１２２に沿って前方へ移動させつつ、後側のガ
イドピン１１２をガイドレール１１４の後側の上流ガイド部１２６に係合させ、その後側
の上流ガイド部１２６に沿って下方へ摺動させていく。すると、前側のガイドピン１１０
がガイドレール１１４の係止壁部１２３の係止溝１２４に係合する。
【００８５】
　続いて、係止壁部１２３と前側のガイドピン１１０との係合による回動支持手段１３７
（図２１参照）を回動支点として、ポンプユニット１６を下方へ回動させる。すなわち、
ポンプユニット１６の後端部を押し下げていく。すると、後側のガイドピン１１２が後側
の下流ガイド部１２８を摺動していく。そして、ガイドレール１１４のロック部１３０の
ロック爪１３２に後側のガイドピン１１２が当接すると、ロック部１３０が後方へ弾性変
形（図２１中、二点鎖線１３０参照）されていき、後側のガイドピン１１２がロック爪１
３２を通過すると同時にロック部１３０が弾性復元し、後側のガイドピン１１２にロック
爪１３２が係合いわゆるスナップフィット係合される（図２１参照）。これにより、タン
ク本体１２にポンプユニット１６がロックされる。
【００８６】
　また、ポンプユニット１６を取外したい場合には、ロック部１３０の操作部１３３を後
方へ押すことにより、後側のガイドピン１１２に対するロック爪１３２の係合を解除（図
２１中、二点鎖線１３０参照）した後、回動支持手段１３７を回動支点として、ポンプユ
ニット１６を上方へ回動させる。すなわち、ポンプユニット１６の後端部を引き上げる。
以降、挿入時とは逆順で、ポンプユニット１６を取外せばよい。
【００８７】
　前記した燃料タンク１０によると、タンク本体１２内にポンプユニット１６を組付ける
際に、ガイド手段のガイドレール１１４によって両ガイドピン１１０，１１２がガイドさ
れる。これによって、ポンプユニット１６がタンク本体１２のタンクホール２２側から底
部側の組付け位置までガイドされる。したがって、ポンプユニット１６を迷わずに容易に
組付け位置へ適正に移動させることができる。このため、作業時間を短縮するとともに、
ポンプユニット１６の組付け不良を抑制することができる。よって、タンク本体１２に対
するポンプユニット１６の組付け性を向上することができる。
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【００８８】
　また、ポンプユニット１６の長手方向の一端部を回動可能に支持する回動支持手段１３
７が、タンク本体１２側に設けられた係止壁部１２３（タンク本体側支持部）と、ポンプ
ユニット１６側に設けられかつ係止壁部１２３に係合される前側のガイドピン１１０（ポ
ンプユニット側支持部）とにより構成されている。また、ガイドレール５５には、タンク
本体１２のタンクホール２２側から底部側に延在する前側の上流ガイド部１２０及び後側
の上流ガイド部１２６が設けられている。したがって、ポンプユニット１６の前側のガイ
ドピン１１０及び後側のガイドピン１１２をタンク本体１２のタンクホール２２側から底
部側にガイドすることができる。また、回動支持手段１３７の係止壁部１２３（タンク本
体側支持部）と前側のガイドピン１１０（ポンプユニット側支持部）との係合により、ポ
ンプユニット１６の長手方向の一端部（前端部）を回動可能に支持することができる。よ
って、回動支持手段１３７を回動支点として、ポンプユニット１６をタンク本体１２の底
部側の組付け位置に容易に回動させることができる。
【００８９】
　また、後側の上流ガイド部１２６の底部側端部に連続され、回動支持手段１３７を回動
支点としてポンプユニット１６を下方へ回動させる際に後側のガイドピン１１２をガイド
する後側の下流ガイド部１２８が設けられている。したがって、回動支持手段１３７を回
動支点としてポンプユニット１６を回動させることにより、後側のガイドピン１１２がガ
イドレール５５の後側の下流ガイド部１２８によりガイドされる。このため、ポンプユニ
ット１６をタンク本体１２の底部側の組付け位置に容易に移動させることができる。
【００９０】
　また、タンク本体１２とポンプユニット１６との間には、回動支持手段１３７を回動支
点としてポンプユニット１６をタンク本体１２の底部側の組付け位置に回動したときに、
相互に係合するロック手段１３５が設けられている。ロック手段１３５は、タンク本体１
２側に設けられたロック部１３０と、ポンプユニット１６側に設けられかつロック部１３
０に係合される後側のガイドピン１１２とを備えている。ロック部１３０と後側のガイド
ピン１１２とは、ロック部１３０の弾性変形を利用して係合可能に構成されている。した
がって、ポンプユニット１６をタンク本体１２の底部側の組付け位置に回動したときには
、ロック手段１３５のロック部１３０に後側のガイドピン１１２がロック部１３０の弾性
変形を利用して係合することによって、タンク本体１２にポンプユニット１６がロックさ
れる。また、ロック部１３０に対する後側のガイドピン１１２の係合をロック部１３０の
弾性変形を利用して解除することによって、ポンプユニット１６を挿入時とは逆順で取外
すことができる。よって、ポンプユニット１６をタンク本体１２に着脱可能に組付けるこ
とができる。
【００９１】
　また、ポンプユニット１６の長手方向の一端部に、前側のガイドピン１１０が設けられ
、ガイドレール５５には、前側の上流ガイド部１２０の底部側端部に傾斜ガイド部１２１
を介して連続され、前側のガイドピン１１０をタンク本体１２の底部に沿って所定位置ま
でガイドする前側の下流ガイド部１２２が設けられている。したがって、前側のガイドピ
ン１１０を、ガイドレール５５の前側の下流ガイド部１２２によって、回動支持手段１３
７に向けてガイドすることができる。
【００９２】
　また、前側のガイドピン１１０は、回動支持手段１３７のポンプユニット側支持部を兼
用するように構成されている。したがって、ポンプユニット側支持部として、特別な部材
を設けなくて済む。また、係止壁部１２３を、回動支持手段１３７のタンク本体側支持部
とすることによって、タンク本体側支持部として特別な部材を設けなくて済む。
【００９３】
［実施形態８］図２３は燃料タンクの要部を示す側断面図である。図２３に示すように、
本実施形態では、実施形態７（図２１参照）のサブタンク１４とタンクホール２２とが前
後方向（図２３において左右方向）にオフセットして配置されている。そして、ガイドレ
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ール１１４の両ガイド面１１６，１１８の山形状が、その上端部をタンク本体１２のタン
クホール２２の中央部の下方付近に向けて延びる傾斜状に形成されている。したがって、
サブタンク１４とタンクホール２２とがオフセットして配置されていても、タンク本体１
２内にポンプユニット１６を容易に組付けることができる。また、本実施形態のサブタン
ク（符号、１４０を付す）では、実施形態７（図２１参照）のサブタンク１４の後側板部
２８が省略されている。
【００９４】
［実施形態９］図２４は燃料タンクの要部を示す側断面図である。図２４に示すように、
本実施形態では、実施形態７（図２１参照）のガイドレール１１４の前側のガイド面１１
６の形状が、簡略化された形状の前側のガイド面（符号、１４２を付す）に変更されてい
る。すなわち、傾斜ガイド部（符号、１２１ａを付す）の曲率半径が小径化されていると
ともに、前側の上流ガイド部（符号、１２０ａを付す）及び前側の下流ガイド部（符号、
１２２ａを付す）が直線状に形成されている。また、実施形態７（図２１参照）の後側の
ガイド面１１８が、簡略化された形状の後側のガイド面（符号、１４４を付す）に変更さ
れている。すなわち、後側のガイド面１４４は、上端から下端まで直線状に形成されてい
る。なお、後側のガイド面１４４は本明細書でいう「第１ガイド部」に相当する。
【００９５】
　また、実施形態７（図２１参照）のマウント３０の後側のガイドピン１１２が、例えば
丸軸形状の後側のガイドピン（符号、１４６を付す）に変更されている。これにともない
、実施形態７（図２１参照）のガイドレール１１４のロック溝（符号、１４８を付す）が
Ｕ字溝状に形成されている。なお、後側のガイドピン１４６は本明細書でいう「摺動子」
、「後行側摺動子」、「ポンプユニット側ロック部」に相当する。
【００９６】
［実施形態１０］図２５は燃料タンクの要部を示す側断面図である。図２５に示すように
、本実施形態は、実施形態７（図２１参照）のサブタンク１４を省略し、ガイドレール１
１４をタンク本体１２の底面部２１上に配置したものである。
【００９７】
［実施形態１１］図２６は燃料タンクの要部を示す側断面図、図２７はサブタンクに対す
るポンプユニットの組付け状態を示す平面図、図２８は図２７のXXVIII－XXVIII線矢視断
面図、図２９は図２７のXXIX－XXIX線矢視断面図である。図２６に示すように、本実施形
態は、実施形態７（図２１参照）のガイドレール１１４を、ガイドレール（符号、１５０
を付す）に変更している。ガイドレール１５０は、実施形態７のガイドレール１１４から
前側の下流ガイド部１２２、係止壁部１２３、及び、ロック部１３０を含む下端部が省略
されたものとなっている。
【００９８】
　ガイドレール１５０の前側のガイド面（符号、１５１を付す）の前側の上流ガイド部（
符号、１５２を付す）は、直線状に形成されている。また、傾斜ガイド部（符号、１５３
を付す）は、直線状に形成されている。後側のガイド面（符号、１５４を付す）は、上端
から下端まで鉛直方向に延在する直線状に形成されている。ガイドレール１５０は、サブ
タンク１４の左側板部２５及び右側板部２６の内側面に沿って配置されている（図２７～
図２９参照）。図２７に示すように、左側板部２５及び右側板部２６には、ガイドレール
１５０によって閉鎖される切欠き部１５６が開口されている。なお、切欠き部１５６は省
略してもよい。
【００９９】
　図２８に示すように、マウント３０の前部の左右両側端部には、下方へ突出する左右一
対の脚片１５８が設けられている。脚片１５８は、四角形板状で、下端部の前後両角部が
半円弧状に丸められている（図２６参照）。脚片１５８の外側面には、前側のガイドピン
（符号、１６０を付す）が配置されている。
【０１００】
　図２７及び図２８に示すように、サブタンク１４の底板部２４の前部上には、左右一対
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の係止片１６２が左右対称的に設けられている。左側の係止片１６２は、サブタンク１４
の底板部２４と左側板部２５とのなす隅角部に配置されている。右側の係止片１６２は、
サブタンク１４の底板部２４と右側板部２６とのなす隅角部に配置されている。両係止片
１６２は、いずれも後方に開口する逆Ｌ字形状に形成されており、ガイドピン１６０を後
方から係合可能である（図２６参照）。係止片１６２を本明細書でいう「タンク本体側支
持部」とし、ガイドピン１６０を本明細書でいう「ポンプユニット側支持部」として、相
互に回動可能にかつ係脱可能に係合する回動支持手段１６４が構成されている（図２６～
図２８参照）。
【０１０１】
　図２７に示すように、マウント３０の後端部の左右両側面には、左右一対のガイド片１
６６が設けられている。ガイド片１６６は、縦長の四角形板状で、下端部がマウント３０
より下方へ突出されている（図２６参照）。ガイド片１６６の下端部の前後両角部が半円
弧状に丸められている。また、サブタンク１４の底板部２４の後部上には、左右一対の規
制片１６８が左右対称的に設けられている（図２９参照）。左側の規制片１６８は、サブ
タンク１４の底板部２４と左側板部２５とのなす隅角部に配置されている。右側の規制片
１６８は、サブタンク１４の底板部２４と右側板部２６とのなす隅角部に配置されている
。両規制片１６８は、いずれも両ガイドレール１５０の後側のガイド面１５４に面する突
片状に形成されている（図２６参照）。サブタンク１４の底板部２４上において、両規制
片１６８と両ガイドレール１５０との間には、ガイド片１６６を上方から係合可能とする
係合溝１７０が形成されている。
【０１０２】
　図２９に示すように、サブタンク１４の左側板部２５及び右側板部２６の後上部の内側
面には、ロック凹部１７２が形成されている（図２６参照）。ロック凹部１７２は、横向
きの有底穴形状に形成されているが、貫通孔形状に変更してもよい。一方、マウント３０
の両ガイド片１６６上には、左右一対のロック片１７４が左右対称的に設けられている。
ロック片１７４の中央部には、外側方に突出するロック爪１７５が形成されている。ロッ
ク片１７４のロック爪１７５より上方へ突出する部分は、操作部１７６とされている。ロ
ック片１７４は、左右方向に弾性変形すなわち撓み変形可能に形成されている（図２９中
、二点鎖線１７６参照）。ロック爪１７５は、サブタンク１４のロック凹部１７２に対し
てロック片１７４の弾性変形を利用して係合可能に形成されている。ロック凹部１７２と
ロック片１７４とにより、ロック手段１７８が構成されている。
【０１０３】
　なお、後側のガイド面１５４は本明細書でいう「第１ガイド部」に相当する。また、ガ
イドピン１６０は本明細書でいう「摺動子」、「先行側摺動子」、「ポンプユニット側支
持部」に相当する。また、ガイド片１６６は本明細書でいう「摺動子」、「後行側摺動子
」に相当する。また、ロック凹部１７２は本明細書でいう「ポンプユニット側ロック部」
に相当する。また、ロック片１７４は本明細書でいう「タンク本体側ロック部」に相当す
る。また、タンク本体１２の底面部２１は本明細書でいう「第３ガイド部材」に相当する
。
【０１０４】
　次に、タンク本体１２に対するポンプユニット１６の組付け方法について説明する。ポ
ンプユニット１６を、長手方向の一端部（前端部）を斜め前方へ傾かせた略垂直姿勢とし
てタンク本体１２に挿入する。このとき、ガイドピン１６０を、サブタンク１４のガイド
レール１５０の前側の上流ガイド部１５２に係合させ、その前側の上流ガイド部１５２に
沿って下方へ摺動させていく。続いて、ガイドピン１６０を、前側の上流ガイド部１５２
から傾斜ガイド部１５３に摺動させる。この状態から、ガイドピン１６０をタンク本体１
２の底面部２１に沿って前方へ移動させつつ、ガイド片１６６をガイドレール１５０の後
側のガイド面１５４に係合させ、そのガイド面１５４に沿って下方へ摺動させていく。す
ると、ガイドピン１６０がサブタンク１４の係止片１６２に係合する。
【０１０５】
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　続いて、係止片１６２とガイドピン１６０との係合による回動支持手段１６４（図２６
参照）を回動支点として、ポンプユニット１６を下方へ回動させる。すなわち、ポンプユ
ニット１６の後端部を押し下げていく。そして、サブタンク１４の左側板部２５及び右側
板部２６に、ロック片１７４のロック爪１７５が当接すると、ロック片１７４が内側方へ
弾性変形（図２９中、二点鎖線１７４参照）されていき、サブタンク１４のロック凹部１
７２にロック爪１７５が整合すると同時に、ロック部１３０が弾性復元し、ロック凹部１
７２にロック爪１７５が係合いわゆるスナップフィット係合される（図２９参照）。これ
と同時に、サブタンク１４の係合溝１７０にガイド片１６６が係合する（図２６参照）。
これにより、タンク本体１２にポンプユニット１６がロックされる。
【０１０６】
　また、ポンプユニット１６を取外したい場合には、ロック片１７４の操作部１７６を内
側方へ押すことにより、ロック凹部１７２に対するロック爪１７５の係合を解除（図２９
中、二点鎖線１７５参照）した後、回動支持手段１６４を回動支点として、ポンプユニッ
ト１６を上方へ回動させる。すなわち、ポンプユニット１６の後端部を引き上げる。以降
、挿入時とは逆順で、ポンプユニット１６を取外せばよい。
【０１０７】
　前記した燃料タンク１０によると、タンク本体１２内にポンプユニット１６を組付ける
際に、ガイド手段のガイドレール１５０によってガイドピン１６０及びガイド片１６６が
ガイドされる。これによって、ポンプユニット１６がタンク本体１２のタンクホール２２
側から底部側の組付け位置までガイドされる。したがって、ポンプユニット１６を迷わず
に容易に組付け位置へ適正に移動させることができる。このため、作業時間を短縮すると
ともに、ポンプユニット１６の組付け不良を抑制することができる。よって、タンク本体
１２に対するポンプユニット１６の組付け性を向上することができる。
【０１０８】
　また、ポンプユニット１６の長手方向の一端部を回動可能に支持する回動支持手段１６
４が、タンク本体１２側に設けられた係止片１６２（タンク本体側支持部）と、ポンプユ
ニット１６側に設けられかつ係止片１６２に係合されるガイドピン１６０（ポンプユニッ
ト側支持部）とにより構成されている。また、ガイドレール１５０には、前側の上流ガイ
ド部１５２及び後側のガイド面１５４が設けられている。したがって、ガイドレール１５
０の前側の上流ガイド部１５２及び後側のガイド面１５４により、ポンプユニット１６の
ガイドピン１６０及びガイド片１６６を上端部側から底部側にガイドすることができる。
また、回動支持手段１６４の係止片１６２（タンク本体側支持部）とガイドピン１６０（
ポンプユニット側支持部）との係合により、ポンプユニット１６の長手方向の一端部（前
端部）を回動可能に支持することができる。よって、回動支持手段１６４を回動支点とし
て、ポンプユニット１６をタンク本体１２の底部側の組付け位置に容易に回動させること
ができる。
【０１０９】
　また、タンク本体１２とポンプユニット１６との間には、回動支持手段１６４を回動支
点としてポンプユニット１６をタンク本体１２の底部側の組付け位置に回動したときに、
相互に係合するロック手段１７８が設けられている。ロック手段１７８は、タンク本体１
２側に設けられたロック凹部１７２と、ポンプユニット１６側に設けられかつロック凹部
１７２に係合されるロック片１７４とを備えている。ロック凹部１７２とロック片１７４
とは、ロック凹部１７２の弾性変形を利用して係合可能に構成されている。したがって、
ポンプユニット１６をタンク本体１２の底部側の組付け位置に回動したときには、ロック
手段１７８のロック凹部１７２にロック片１７４が弾性変形を利用して係合することによ
って、タンク本体１２にポンプユニット１６がロックされる。また、ロック凹部１７２に
対するロック片１７４の係合をロック凹部１７２の弾性変形を利用して解除することによ
って、ポンプユニット１６を挿入時とは逆順で取外すことができる。よって、ポンプユニ
ット１６をタンク本体１２に着脱可能に組付けることができる。なお、サブタンク１４の
左側板部２５及び右側板部２６を弾性変形可能に形成してもよい。
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【０１１０】
　また、サブタンク１４の底板部２４によって、ポンプユニット１６のマウント３０の先
端部（前端部）の脚片１５８を回動支持手段１６４に向けてガイドすることができる。ま
た、ガイドピン１６０は、回動支持手段１６４のポンプユニット側支持部を兼用するよう
に構成されている。したがって、ポンプユニット側支持部として、特別な部材を設けなく
て済む。
【０１１１】
［実施形態１２］図３０は燃料タンクの要部を示す側断面図、図３１はサブタンクに対す
るポンプユニットの組付け状態を示す平面図、図３２は図３１のXXXII－XXXII線矢視断面
図、図３３は図３１のXXXIII－XXXIII線矢視断面図である。図３０～図３３に示すように
、本実施形態は、実施形態１１（図２６～図２９参照）におけるサブタンク１４の底板部
２４の左右両側端部に、一段高くする段付部１８０が左右対称的に形成されている。両段
付部１８０は、前後方向（図３０において左右方向）に直線状に延在している。両段付部
１８０上には、実施形態１１（図２６参照）におけるガイドレール１５０、係止片１６２
、規制片１６８が同様に配置されている。
【０１１２】
　また、実施形態１１（図２６参照）のガイドピン１６０は前側のガイドピン（符号、１
８２を付す）に変更され、ガイド片１６６は後側のガイドピン（符号、１８４を付す）に
変更されている。前側のガイドピンは、マウント３０の左右の両側面の前端部に配置され
ている。前側のガイドピン１８２は、例えば丸軸形状に形成されている。また、実施形態
１１（図２６参照）のガイド片１６６は後側のガイドピン（符号、１８４を付す）に変更
されている。後側のガイドピン１８４は、マウント３０の左右の両側面の後端部に配置さ
れている。後側のガイドピン１８４は、例えば丸軸形状に形成されている。また、係止片
１６２を本明細書でいう「タンク本体側支持部」とし、前側のガイドピン１８２を本明細
書でいう「ポンプユニット側支持部」として、相互に回動可能にかつ係脱可能に係合する
回動支持手段１８６が構成されている（図３０～図３２参照）。また、サブタンク１４の
底板部２４の段付部１８０上において、両規制片１６８と両ガイドレール１５０との間に
は、係合溝（符号、１８８を付す）が形成されている（図３０参照）。係合溝１８８には
、後側のガイドピン１８４を上方から係合可能となっている。
【０１１３】
　図３３に示すように、マウント３０の後端部の左右両端部上には、例えばロック柱１９
０が左右対称的に設けられている。ロック柱１９０の上端部には、外側方へ突出するフラ
ンジ部１９２が形成されている。一方、サブタンク１４の左側板部２５及び右側板部２６
の後端部上には、左右一対のロック片１９４が左右対称的に設けられている。ロック片１
９４の上部には、内側方に突出するロック爪１９５が形成されている。ロック片１９４は
、左右方向に弾性変形すなわち撓み変形可能に形成されている（図３３中、二点鎖線１９
４参照）。ロック爪１９５は、マウント３０のロック柱１９０のフランジ部１９２に対し
てロック片１９７の弾性変形を利用して係合可能に形成されている。ロック柱１９０とロ
ック片１９４とにより、ロック手段１９８が構成されている。
【０１１４】
　なお、サブタンク１４の段付部１８０は本明細書でいう「第３ガイド部材」に相当する
。また、前側のガイドピン１８２は本明細書でいう「摺動子」、「先行側摺動子」、「ポ
ンプユニット側支持部」に相当する。また、後側のガイドピン１８４は本明細書でいう「
摺動子」、「後行側摺動子」に相当する。また、ロック柱１９０は本明細書でいう「ポン
プユニット側ロック部」に相当する。また、ロック片１９４は本明細書でいう「タンク本
体側ロック部」に相当する。
【０１１５】
　次に、タンク本体１２に対するポンプユニット１６の組付け方法について説明する。ポ
ンプユニット１６を、長手方向の一端部（前端部）を斜め前方へ傾かせた略垂直姿勢とし
てタンク本体１２に挿入する。このとき、前側のガイドピン１８２を、サブタンク１４の
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ガイドレール１５０の前側の上流ガイド部１５２に係合させ、その前側の上流ガイド部１
５２に沿って下方へ摺動させていく。続いて、前側のガイドピン１８２を、前側の上流ガ
イド部１５２から傾斜ガイド部１５３に摺動させる。この状態から、前側のガイドピン１
８２を、タンク本体１２の底面部２１の段付部１８０に沿って前方へ移動させつつ、後側
のガイドピン１８４をガイドレール１５０の後側のガイド面１５４に係合させ、そのガイ
ド面１５４に沿って下方へ摺動させていく。すると、前側のガイドピン１８２がサブタン
ク１４の係止片１６２に係合する。
【０１１６】
　続いて、係止片１６２と前側のガイドピン１８２との係合による回動支持手段１８６を
回動支点として、ポンプユニット１６を下方へ回動させる。すなわち、ポンプユニット１
６の後端部を押し下げていく。そして、サブタンク１４のロック片１９４のロック爪１９
５にマウント３０のロック柱１９０のフランジ部１９２が当接すると、ロック片１９４が
外側方へ弾性変形（図３３中、二点鎖線１９４参照）されていき、ロック柱１９０のフラ
ンジ部１９２がロック爪１９５を乗り越えると同時に、ロック凹部１７２が弾性復元し、
ロック柱１９０のフランジ部１９２にロック爪１９５が係合いわゆるスナップフィット係
合される（図３３参照）。これと同時に、サブタンク１４の係合溝１８８に後側のガイド
ピン１８４が係合する（図３０参照）。これにより、タンク本体１２にポンプユニット１
６がロックされる。
【０１１７】
　また、ポンプユニット１６を取外したい場合には、ロック片１９４の上端部を外側方へ
押すことにより、ロック柱１９０のフランジ部１９２に対するロック爪１９５の係合を解
除（図３３中、二点鎖線１９４参照）した後、回動支持手段１８６を回動支点として、ポ
ンプユニット１６を上方へ回動させる。すなわち、ポンプユニット１６の後端部を引き上
げる。以降、挿入時とは逆順で、ポンプユニット１６を取外せばよい。
【０１１８】
　前記した燃料タンク１０によると、タンク本体１２内にポンプユニット１６を組付ける
際に、ガイド手段のガイドレール１５０によって両ガイドピン１１０，１１２がガイドさ
れる。これによって、ポンプユニット１６がタンク本体１２のタンクホール２２側から底
部側の組付け位置までガイドされる。したがって、ポンプユニット１６を迷わずに容易に
組付け位置へ適正に移動させることができる。このため、作業時間を短縮するとともに、
ポンプユニット１６の組付け不良を抑制することができる。よって、タンク本体１２に対
するポンプユニット１６の組付け性を向上することができる。
【０１１９】
　また、ポンプユニット１６の長手方向の一端部を回動可能に支持する回動支持手段１８
６が、タンク本体１２側に設けられた係止片１６２（タンク本体側支持部）と、ポンプユ
ニット１６側に設けられかつ係止片１６２に係合される前側のガイドピン１８２（ポンプ
ユニット側支持部）とにより構成されている。また、ガイドレール１５０には、前側の上
流ガイド部１５２及び後側のガイド面１５４が設けられている。したがって、ガイドレー
ル１５０の前側の上流ガイド部１５２及び後側のガイド面１５４により、ポンプユニット
１６の前側のガイドピン１８２及びガイド片１６６を上端部側から底部側にガイドするこ
とができる。また、回動支持手段１８６の係止片１６２（タンク本体側支持部）と前側の
ガイドピン１８２（ポンプユニット側支持部）との係合により、ポンプユニット１６の長
手方向の一端部（前端部）を回動可能に支持することができる。よって、回動支持手段１
８６を回動支点として、ポンプユニット１６をタンク本体１２の底部側の組付け位置に容
易に回動させることができる。
【０１２０】
　また、タンク本体１２とポンプユニット１６との間には、回動支持手段１８６を回動支
点としてポンプユニット１６をタンク本体１２の底部側の組付け位置に回動したときに、
相互に係合するロック手段１９８が設けられている。ロック手段１９８は、タンク本体１
２側に設けられたロック片１９４と、ポンプユニット１６側に設けられかつロック片１９
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４に係合されるロック柱１９０とを備えている。ロック片１９４とロック柱１９０とは、
ロック片１９４の弾性変形を利用して係合可能に構成されている。したがって、ポンプユ
ニット１６をタンク本体１２の底部側の組付け位置に回動したときには、ロック手段１９
８のロック片１９４にロック柱１９０がロック片１９４の弾性変形を利用して係合するこ
とによって、タンク本体１２にポンプユニット１６がロックされる。また、ロック片１９
４に対するロック柱１９０の係合をロック片１９４の弾性変形を利用して解除することに
よって、ポンプユニット１６を挿入時とは逆順で取外すことができる。よって、ポンプユ
ニット１６をタンク本体１２に着脱可能に組付けることができる。なお、ロック柱１９０
を弾性変形可能に形成してもよい。
【０１２１】
　また、サブタンク１４の底板部２４の段付部１８０によって、ポンプユニット１６のマ
ウント３０の先端部（前端部）の前側のガイドピン１８２を回動支持手段１８６に向けて
ガイドすることができる。また、前側のガイドピン１８２は、回動支持手段１８６のポン
プユニット側支持部を兼用するように構成されている。したがって、ポンプユニット側支
持部として、特別な部材を設けなくて済む。
【０１２２】
［実施形態１３］図３４は燃料タンクの要部を示す正面図、図３５は同じく斜視図である
。図３４及び図３５に示すように、本実施形態は、例えば、実施形態１１（図２６～図３
０参照）の一方（例えば右側）のガイドレール１５０の上部の外側面に、センダゲージ２
００を設けたものである。センダゲージ２００は、燃料残量検出装置で、ガイドレール１
５０の上端部に装着されたゲージ本体２０２と、ゲージ本体２０２の回動部２０３に片持
ち状に支持されたアーム２０４と、アーム２０４の自由端に取付けられたフロート２０６
とにより構成されている。ゲージ本体２０２は、タンク本体１２内の燃料残量に応じて上
下するフロート２０６の位置すなわち回動部２０３の回動位置を燃料残量信号として出力
する。
【０１２３】
　なお、センダゲージ２００のゲージ本体２０２は、ガイドレール１５０の上端部に限ら
ず、ガイドレール１５０においてサブタンク１４から露出した部分の任意の位置に装着し
てもよい。また、センダゲージ２００のゲージ本体２０２は、ガイドレール１５０に代え
て、実施形態７のガイドレール１１４（図２１参照）に装着してもよい。また、センダゲ
ージ２００のゲージ本体２０２は、ガイドレール１５０に代えて、実施形態１のガイドレ
ール５５（図６参照）又は実施形態３のガイドレール８４（図１３参照）又はガイドレー
ル１０４（図２０参照）が設けられたサブタンク１４の左側板部２５の突出部２５ａ又は
右側板部２６の突出部２６ａに装着してもよい。
【０１２４】
［他の実施形態］本発明は実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しな
い範囲における変更が可能である。例えば、本発明は、側面部に開口部を有するタンク本
体を備える燃料タンクに適用してもよい。また、ポンプユニットに搭載される部品を増加
してもよい。例えば、増加する部品としては、センダゲージ（燃料残量検出装置）の他、
サブタンク外の燃料をタンク内へ移送するジェットポンプ、タンク本体内の圧力を検出す
る圧力センサ等が挙げられる。また、サブタンクは省略してもよい。また、ガイドレール
の第３ガイド部及び第２ガイド部は省略してもよい。また、ポンプユニット１６の両ガイ
ド手段のうちの一方のガイド手段は省略してもよい。
【符号の説明】
【０１２５】
１０…燃料タンク
１２…タンク本体
１４…サブタンク
１６…ポンプユニット
２０…上面部
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２２…タンクホール（開口部）
２４…底板部（第３ガイド部材）
２７…前側板部（当接部材、タンク本体側支持部の一部）
３０…マウント（ポンプ保持部材、摺動子側の部材）
３２…燃料ポンプ
５１…前側のガイドピン（摺動子、先行側摺動子、ポンプユニット側支持部）
５３…後側のガイドピン（摺動子、後行側摺動子）
５５…ガイドレール
６０…第１ガイド部
６２…第３ガイド部
６２ａ…前端壁（タンク本体側支持部）
６４…第２ガイド部
６５…ロック溝部（ロック部、タンク本体側ロック部）
６７…ロック手段
７２…回動支持手段
７４…サブタンク
７８…ストッパピン（ストッパ部材、ポンプユニット側支持部）
７９…ガイドピン（摺動子）
８０…ストッパ片（係合部材、タンク本体側支持部の一部）
８２…回動支持手段
８４…ガイドレール
８６…第２ガイド部
９４…ロック手段
８８…ロックバー（ポンプユニット側ロック部）
９０…ロック部材（タンク本体側ロック部）
９６…回動支持手段
９８…係止凹部（タンク本体側支持部）
１０２…係止凸部（ポンプユニット側支持部）
１０４…ガイドレール
１１０…前側のガイドピン（摺動子、先行側摺動子、ポンプユニット側支持部）
１１２…後側のガイドピン（摺動子、後行側摺動子、ポンプユニット側ロック部）
１１４…ガイドレール
１２０…前側の上流ガイド部（第１ガイド部）
１２２…前側の下流ガイド部（第３ガイド部）
１２３…係止壁部（タンク本体側支持部）
１２６…後側の上流ガイド部（第１ガイド部）
１２８…後側の下流ガイド部（第２ガイド部）
１３０…ロック部（タンク本体側ロック部）
１３５…ロック手段
１３７…回動支持手段
１４０…サブタンク
１４４…後側のガイド面（第１ガイド部）
１４６…後側のガイドピン（摺動子、後行側摺動子、ポンプユニット側ロック部）
１５０…ガイドレール
１５２…前側の上流ガイド部（第１ガイド部）
１５４…後側のガイド面（第１ガイド部）
１６０…ガイドピン（摺動子、先行側摺動子、ポンプユニット側支持部）
１６２…係止片（タンク本体側支持部）
１６４…回動支持手段
１６６…ガイド片（摺動子、後行側摺動子）
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１７２…ロック凹部（ポンプユニット側ロック部）
１７４…ロック片（タンク本体側ロック部）
１７８…ロック手段
１８０…段付部（第３ガイド部材）
１８２…前側のガイドピン（摺動子、先行側摺動子、ポンプユニット側支持部）
１８４…後側のガイドピン（摺動子、後行側摺動子）
１８６…回動支持手段
１９０…ロック柱（ポンプユニット側ロック部）
１９４…ロック片（タンク本体側ロック部）
１９８…ロック手段
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